
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛する郷土 熊谷に学ぶ 日本一の子どもたち！ 

～知・徳・体のバランスのとれた学力で時代を生きぬく力を育てます～ 

あいさつ                             校長 齋藤 健一 
 ようこそ荒川中学校へ。本校は､昭和２２年に開校し、今年で８０年にな
ります。その間、本校を愛し、勉学に励んだ２万人以上の卒業生が、各界
で活躍しています。 
学校は、学ぶところです。仲間と力を合わせ学ぶ喜びを味わうところで

す。そして、子供たち一人一人に｢知･徳･体のバランスのとれた学力｣を身
に付けさせ、将来への夢を育むところです。本校では､保護者や学校応援団
等、地域の方々の変わらないご支援とご協力のもと、｢わたしが誇るまち 
熊谷に学ぶ 日本一の荒中生｣の学校教育目標の達成に向けて､教職員全員
が生徒一人一人を励まし、学力を伸ばしてまいります。 

沿革の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

年間授業時数 授業日数 １年２００日 ２年２００日 ３年１９３日 

   

１年 

２年 

３年 

 

Ⅲ 健やかでたくましい体づくり 

（体力の向上） 

目標値：新体力テスト県平均以上８５％以上 

 １ 新体力テストを年２回（春・秋）実施し、 

各個人の課題種目の克服を実現します。 

 ２ ヘルス・クオリティ・コントロールシートを 

活用し、生活習慣の確立を目指します。 

 ３ 4 つの実践・3 減運動の取組を徹底し、 

健やかな体を育みます。 

 ４ 交通安全や避難訓練を実施し、家庭と連携し

た危機管理と防災教育を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体育祭の様子】 
 

Ⅰ 学力の向上 

（学習指導の充実） 

目標値：県学調学力レベル向上１００％ 

 １ 授業の「めあて」を示し、学習内容を明確化し

ます。 

 ２ 英語「ラウンドシステム」の考え方（いわ 

    ゆるアクティブ・ラーニング）を活かした 

    授業を全学年、全教科で実践します。 

 ３ 「新くまなびスクール（放課後の部）」を 

２０回実施し、補充学習を充実させます。 

 ４ 授業の重点を意識した授業を行います。 

 ５ 新くまなびスクールを活用し、生徒の 

安心・安全な居場所づくりに努めます。 

 

【研究授業の様子】 

 

Ⅱ 豊かな心の醸成 

（心の教育の充実） 

目標値：新たな不登校０  いじめ解消率１００％  

１ 差別やいじめを許さない、認め合う人間関係

を作ります。（アンケート、即対応） 

 ２ 「考え議論する道徳」を意識した授業を行い、

生徒の活躍を見取ります。 

３ 自分の思いや考えを、思いやりのある 

  言葉で表現できる生徒を育てます。 

 ４ 居心地のよい学級・学年づくりを目指し、 

全教職員で取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スキー教室の様子】 
 

地域の中での学校づくり 

（開かれた学校づくり） 

目標値：テトル登録１００％ 

 １ 学校だよりや学年だより等で、学校の情報 

を積極的に発信します。  

 ２ ホームページを随時更新し、生徒の活躍を 

時差なく発信します。 

 ３ PTA と連携を図り、保護者とともに信頼 

される学校づくりを目指します。 

４ 「ゼロカーボンシティ熊谷」を目指した取組や 

地域企業と連携した取組の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PTA 奉仕作業の様子】 

 

本校では、学力を「知・徳・体」のバランスの取れた力ととらえ、この力を育成するため、熊谷市全校で

取り組んでいる「熊谷の子どもたちは、これができます！『４つの実践』と『３減運動』」に大人が手本と

なり、学校・家庭・地域が一体となって取り組んでいます。 

地域と連携し、実社会から学ぶ、教科等横断的で 
オーセンティックな授業を実践していきます。 
 （教科との関連） 
〇国語科「話すこと・聞くこと・書くこと」 
〇社会科「消費者生活」  〇理科「環境保全」 
〇技術家庭科「家族と家庭生活」「技術とものづくり」 
〇美術科「POP の作成」  
〇道 徳「勤労・礼儀・社会参画」 

【生きる力の土台づくり】 学校研究課題 

「個に応じた指導と学力向上のための『授業力育成』」 

～ICT を活用した具体的な取り組みの実践～ 

  
 


